
厚生常任委員会活動レポート

開催日：令和５年３月９日(木)

開催場所：１・２号委員会室

【主な質疑】

町 立 病 院

●病院経営改善事業について

委員：経営再建に係るコンサルティングについて、今後の施策検討内容を説明願います。

担当：収益がＶ字回復しているのもコンサルの実績によるものだと思います。コンサル

との３年契約終了後に経営状況が元に戻った自治体病院もあるため、頻度は下げ

ますが４年目も継続していきたいと考えています。

委員：令和４年度決算では、燃料費、光熱水費の高騰が危惧されますが、どのような対

策を講じますか？

担当：ＬＥＤ化による経費削減は見込めますが、海外輸入の医薬材料も多いため、価格

高騰の影響があります。しかし、購入価格の交渉や委託料の見直し、経営支援機

構のコンサルとも協議し、次年度以降も経費削減に努めていきます。

町民生活部

●全町内会連合会活動推進事業について

委員：町の委員会等の役員に全町連役員から委嘱されることが多いですが、有償ボラン

ティアとして報酬を支給してはどうでしょうか？

担当：以前は全町連会長に全てお願いしていましたが、負担が大きいことから現在は役

員で分担していただいています。委嘱役員が多いことは認識していますので、費

用弁償のみ支給していますが、今後どのようにしていくべきか検討していきます。

●高齢者支援事業について

委員：災害時要援護者台帳の提供を希望する場合は、３月 10 日までに町内会から要望書

を提出するよう聞いていますが、間違いないですか？

担当：情報提供依頼書を毎年提出することになっていますが、平成 30 年に内容を説明し

て以来、実施していなかったことから、２月 14 日の全町連役員会で説明し、改め

て提出をお願いしました。

委員：地域支援員と災害時要援護者との関係はどのようになっていますか？

担当：地域支援員など災害時要援護者への協力者の報告は、町内会にお願いしています。

厳格な個人情報保護のもと、台帳の提供と活動への協力を引き続き町内会にお願



いします。

委員：地域支援員の選定については町内会に丸投げしていますが、それでいいのですか？

担当：民生委員とのマッチングも、町内会役員が担っていることも承知していますので、

町内会独自での選任をお願いしているところです。

●地球温暖化対策実行計画推進事業について

委員：地球温暖化対策プロジェクトの具体的な発信は検討していますか？

担当：ゼロカーボンシティ宣言は現在調整中で、ＬＥＤ化など内部での取り組みを実施

予定です。

●合葬墓整備事業について

委員：金額設定など内容の住民周知はいつ頃になりますか？

担当：ソフト面はまだ決定していません。使用料については他の町村を参考に条件整理

していき、夏に向けて周知できるよう取り組みます。

委員：なぜ建設にそんなに時間かかるのでしょうか？海外から墓石を輸入しなければい

けないほど国内墓石は高いのですか？

担当：国内では倍の値段となるため、墓石は海外輸入としています。ウクライナ情勢も

依然厳しい状況で、輸送に時間がかかるため工期も延期となる見込みです。

●（仮称）中標津町第３期子ども・子育て支援事業計画策定事業について

委員：国の子育て政策との関連・整合性はありますか。？

担当：第３期計画は令和７年度から５年間の計画で、中標津町地域計画で人数を把握し

現事業及び他の事業の検討を行います。国からはまだ情報が何も出されていない

ので、今後検討していきます。

●子ども子育て支援事業について

委員：病児保育事業委託について、中標津こどもクリニックが 12 月で閉院と聞いていま

すが、委託予算は 12 月までの分ですか？また、それ以降の対応はどのようにする

のですか？

担当：1 年分の予算を計上しています。中標津こどもクリニック閉院後は、緊急時医療

機関へ委託も検討しています。

委員：町立病院に小児科があり院内保育も実施していることから、町立病院と病児保育

事業委託について協議してはどうでしょうか？

担当：病院で行うことがベストと考えていますので、町立病院と協議していきます。ま

た、子どもの数も減少してきていますので、違う事業や病後児保育等も連絡会議

等へ報告し、研究・検討していきます。



●不妊治療費助成事業について

委員：妊娠に至るまでは年数も金額も時間も掛かります。14 名予定となっていますが、

まさに少子化対策に直結した事業となるので、増額してはどうでしょうか？

担当：現在不妊治療費は保険適用となっていますので、交通費・宿泊費の助成としてい

ますが、今後に向けて検討していきます。


